




MCLS はその成因が未だ解明されていない疾患であるが,感染あるいは免疫系の異常の関与

が強く疑われている。先にわれわれは本症患者急性期の血中に免疫複合体が証明されるこ

とを観察し,それがかなりの長期にわたって持続することをみている。このことは何らかの

免疫反応が存在することを示唆している。それが感染因子に向けられた反応であることが

証明できれば成因に対する有力な手掛かりとなるわけであるが,溶連菌カンディダ,リケッ

チアなどの予想される感染因子の抗原を免疫複合体中に証明する試みは今のところ成功し

ていない。 

T細胞の中でIgGの Fc部に対するレセプターをもつもの(Tγ細胞)はそのFc部に免疫複合

体が結合することにより免疫グロブリン産生のサプレッサー細胞としての機能を発揮する

ようになる。われわれはこれをひとつのフィードバック機構でないかと考えている。そし

で慢性関節リウマチや重症筋無力症の発病初期の患者の Tγ細胞は免疫複合体の結合をう

けているのにもかかわらずサプレッサーとしての機能を十分果たしていないという異常を

観察している。このような型での免疫調節機能が本症で保全されているか否かについての

検討を行い本症の病態の一端を明らかにすることを試みた。 


